


2おおま議会だより第128号

第４回
12月定例会

令和７年第４回定例会を12月５日に開会し、
12月10日に閉会しました。
本議会に提案された議案12件はすべて原案のとおり
可決しました。

令
和
７
年
度

補
正
予
算

一

般

会

計

歳
入
の
主
な
る
も
の

寄

附

金

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
，
５
５
２
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
49
億
４
，
７
２
３
万

円
と
し
た
。

歳
出
の
主
な
る
も
の

民

生

費

諸

収

入

土

木

費

�○
一
般
寄
附
金
１
９
３
万

円
を
計
上
。

�○
雑
入
で
大
間
消
防
署
建

設
事
業
費
返
還
金
６
，

０
４
７
万
円
を
計
上
。

総

務

費

�○
財
産
管
理
費
で
財
政
調

整
基
金
積
立
金
２
，
０

０
０
万
円
を
減
額
計
上
。

�○
企
画
費
で
下
北
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
負
担

金
２
０
２
万
円
、
地
域

公
共
交
通
確
保
維
持
改

善
事
業
費
補
助
金
１
１

０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追

加
計
上
。

�○
児
童
福
祉
費
で
保
育
所

広
域
入
所
委
託
料
６
８

５
万
円
、
う
み
の
子
保

育
園
指
定
管
理
料
２
，

２
９
０
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
追
加
計
上
。

商

工

費

�○
観
光
費
で
大
間
崎
分
電

盤
改
修
工
事
２
７
７
万

円
を
計
上
。

�○
道
路
橋
梁
費
で
道
路
維

持
補
修
工
事
１
０
０
万

円
を
追
加
計
上
。

�○
住
宅
費
で
町
営
住
宅
根

田
内
団
地
建
替
工
事
監

消

防

費

�○
常
備
消
防
費
で
下
北
地

域
広
域
行
政
事
務
組
合

負
担
金
１
，
５
１
０
万

円
を
追
加
計
上
。

�○
災
害
対
策
費
で
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業

務
委
託
料
１
４
３
万
円

を
計
上
。

予

備

費

�○
こ
れ
ら
財
源
調
整
い
た

し
ま
し
て
７
９
２
万
円

を
追
加
計
上
。

大
間
町
公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定

大
間
町
海
峡
保
養
セ
ン

タ
ー
及
び
大
間
温
泉
養
老

セ
ン
タ
ー
を
株
式
会
社
グ

リ
ー
ン
ス
ト
ア
ー
に
令
和

８
年
４
月
１
日
よ
り
５
年

間
、
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
す
る
。

理
業
務
委
託
料
１
０
０

万
円
を
減
額
計
上
。

条
例
の
一
部
改
正

�○
議
員
の
期
末
手
当
に
つ

い
て
支
給
割
合
を
改
定

す
る
た
め
、
議
会
の
議

員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
。

�○
特
別
職
職
員
の
期
末
手

当
の
支
給
割
合
を
改
定

す
る
た
め
、
大
間
町
特

別
職
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
。

�○
青
森
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
を
踏
ま
え
、
一
般

職
職
員
の
給
料
月
額
、

期
末
手
当
、
勤
勉
手
当

及
び
宿
日
直
手
当
の
支

給
額
等
を
改
定
す
る
た

め
、
大
間
町
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
。

�○
本
町
の
少
子
高
齢
化
に

よ
る
農
業
の
担
い
手
不

足
の
現
状
に
応
じ
て
改

正
を
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
大
間
町
農
業
委

員
会
の
委
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
。

規
約
の
変
更

青
森
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
構
成
団
体
で
あ

る
黒
石
地
区
清
掃
施
設
組

合
が
令
和
８
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
解
散
す
る
こ
と

に
伴
い
、

※
青
森
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
の
数
の
減
少
及

び
青
森
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更
。

※
青
森
県
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
青
森
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
規
約
の

変
更
。

12 月 定 例 会
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堺 祐介 議員

質問時間 60分

令
和
８
年
よ
り
開
始
す
る
予
定

で
あ
る
部
活
動
の
地
域
移
行
の
進

捗
状
況
は
？

教
育
長
答
弁

大
間
中
学
校
で
の
参
観
日
の

際
、
授
業
参
観
後
に
１
・
２
年
生

の
保
護
者
に
今
後
の
部
活
動
の
地

域
展
開（
３
つ
）に
つ
い
て
報
告
。

①
令
和
８
年
４
月
を
ス
タ
ー
ト

②
任
意
加
入

③
現
部
活
動
を
基
本
と
す
る

校
長
か
ら
は
、
全
校
生
徒
に
は

参
観
日
当
日
の
朝
会
で
伝
え
て
あ

る
と
の
こ
と
。

令
和
８
年
４
月
に
は
、
む
つ
下

北
地
区
の
全
地
区
で
地
域
移
行
、

地
域
展
開
が
始
ま
る
。

ま
た
、
活
動
時
間
は
こ
れ
ま
で

の
部
活
動
を
基
本
に
、
午
後
４
時

30
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
土
曜

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
０
時
ま

で
、
指
導
者
に
つ
い
て
は
当
面
の

間
は
先
生
方
や
役
場
職
員
の
方
々

に
お
願
い
し
、
そ
の
後
、
ス
ポ
ー

ツ
協
会
員
及
び
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
よ
る
指
導
へ
と
展
開
し
て
行
け

た
ら
と
考
え
て
い
る
。

����������������������������令和８年４月から部活動の地域移行
����������������������������������������開始に向けスピード感と安全な枠組みを!!

今
年
度
は
、
各
部
毎
に
指
導
者

名
簿
の
作
成
、
担
当
曜
日
の
確
認

等
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
な
ど

体
制
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

な
お
、少
子
化
が
進
ん
で
お
り
、

将
来
的
に
は
１
町
２
ヶ
村
で
互
い

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
展
開
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

再
質
問

２
０
２
４
年
度
、
３
月
ま
で
に

は
計
画
を
示
せ
る
と
。
そ
の
後
１

年
間
で
移
行
期
間
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
発
言
が

あ
っ
た
中
で
、
今
ま
で
計
画
が
見

え
て
こ
な
か
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
に
対
す
る
こ
と
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
、
我
々
が
真
剣
に
向

か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
故
遅
く
な
っ
た
の
か
？

教
育
長

遅
れ
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
本

当
に
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
夢

や
希
望
を
持
た
せ
る
た
め
に
も
、

部
活
は
大
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

進
め
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。教育

課
長

令
和
６
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
、
今
後
の
予
定
と
し
て
今
年
度

末
を
目
途
に
推
進
計
画
を
策
定

し
、
来
年
度
は
協
議
期
間
と
位
置

付
け
、
町
・
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
各

教
育
長

当
初
は
開
催
予
定
で
し
た
が
、
開
催
に

至
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
で
す
が
、
大
間
高
校
の
校
長
と
も
相

談
し
な
が
ら
、
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

以
前
、
大
間
高
校
の
在
り
方
・
魅
力
を

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
に

�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

つ
い
て
質
問
を
行
い
、検
討
し
て
い
き
た
い
と

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

町
長
が
答
弁
。
開
催
さ
れ
た
の
か
？

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ま
た
は
計
画
が
あ
る
の
か
？

教
育
長

私
は
こ
れ
ま
で
大
間
中
学
校
で

２
度
、
合
計
７
年
に
わ
た
っ
て
勤

務
。そ

こ
で
、
ど
ん
な
時
で
も
逃
げ

る
こ
と
な
く
、
い
つ
も
よ
り
よ
い

大
間
中
学
校
に
し
よ
う
と
一
生
懸

命
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
き
た
。

そ
の
後
も
県
教
育
セ
ン
タ
ー
、

む
つ
市
教
育
委
員
会
な
ど
教
育
行

政
８
年
、
管
理
職
11
年
と
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

私
の
座
右
の
銘
、『
人
生
訓
は

己
を
尽
く
し
て
成
を
竢
つ
』。

私
は
教
育
長
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
こ
の
教
え
の
精
神
で
何
事
に

も
努
力
を
怠
ら
ず
己
を
尽
く
し
仕

事
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

������������������������������������岩本教育長に、教育行政のトップとして
��������������������������思いと所信をお伺いしたい。

種
団
体
と
協
議
を
重
ね
、
令
和
８

年
度
の
部
活
動
地
域
移
行
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
答
弁
し
て
お

り
ま
す
。

地
域
推
進
移
行
計
画
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
の
３
月
に
策
定
し

て
い
る
。

こ
れ
は
、
県
の
推
進
計
画
を
基

に
作
っ
て
、
町
の
基
本
的
な
方
針

的
な
も
の
を
示
し
た
も
の
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
ち
ら
に
関
し
て
は

策
定
済
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

各
機
関
と
の
協
議
に
つ
い
て

は
、
先
ほ
ど
教
育
長
か
ら
も
謝
罪

が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
申
し
訳

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
の
現
状
を
把
握
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
、
各
協
議
団
体
の

協
議
に
つ
い
て
は
、
今
後
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。再質

問
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
吹
奏
楽
部
は
ど
う
す
る
の
か

な
ど
、
そ
れ
は
細
部
の
会
議
で
開

い
た
時
に
私
も
意
見
は
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

町
長先ほ

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
の
地
域
移

行
に
関
し
て
は
、
遅
れ
た
こ
と
を

お
詫
び
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
か
な
か
進
ん
で
な
い
と
い
う

の
が
現
状
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
っ
て
、
担
当
に
私
か
ら
も
言
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
新
教
育
長
が
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
期
待
し
て
ほ
し
い
。

一 般 質 問
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11
月２

日

大
間
中
学
校
文
化
祭

８
日

奥
戸
小
学
校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
式

典
並
び
に
記
念
祝
賀
会

９
日
～
13
日

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町

村
協
議
会
全
体
会
議
及
び
青
森
県
選
出

国
会
議
員
と
の
懇
談
会
及
び
第
69
回
町

村
議
会
議
長
全
国
大
会
（
東
京
都
・
議

長
及
び
事
務
局
長
）

17
日
～
18
日

知
事
を
囲
む
行
政
懇
談
会
及
び

意
見
交
換
会
（
青
森
市
・
議
長
及
び
事

務
局
長
）

25
日

議
会
議
員
全
員
協
議
会

26
日

例
月
出
納
検
査
（
宮
野
議
会
選
出
監
査

委
員
）

27
日

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会
（
青

森
市
・
議
長
）

12
月４

日

議
会
運
営
委
員
会

５
日

第
４
回
大
間
町
議
会
定
例
会
開
会

大
間
原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員
会

７
日

第
40
回
大
間
町
少
年
柔
道
大
会

８
日

総
務
教
育
常
任
委
員
会
及
び
産
業
民
生

常
任
委
員
会

全員協議会･特別委員会･議会のうごき

議
会
の
う
ご
き

（
令
和
７
年
11
月
～
令
和
８
年
１
月
）

案
件

一
、
大
間
町
海
峡
保
養
セ

ン
タ
ー
・
大
間
温
泉
養
老

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
に

つ
い
て

令
和
８
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
、
５
年
間
の
指
定

管
理
が
終
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
４
月
１
日
か
ら
の

指
定
管
理
の
指
定
予
定
に

係
る
概
要
の
説
明
を
受
け

た
。

〔
令
和
７
年
11
月
25
日
〕

・
指
定
管
理
に
つ
い
て

㈱
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ア
ー

へ
再
指
定
し
た
い
。

・
再
指
定
期
間
に
つ
い
て

令
和
８
年
４
月
１
日
～

令
和
13
年
３
月
31
日
の

５
年
間
と
し
た
い
。

・
選
定
理
由

①
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
ま
で
、
㈱
グ

リ
ー
ン
ス
ト
ア
ー
が
指

定
管
理
者
と
し
て
行
っ

た
結
果
、
管
理
基
本
方

針
に
則
り
、
民
間
手
法

を
駆
使
し
た
集
客
や
細

部
に
至
る
経
費
節
減
に

努
め
て
い
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
お
い

て
も
雇
用
を
確
保
し
つ

つ
、
安
定
的
な
雇
用
環

境
の
場
を
提
供
し
、
従

業
員
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
・
マ
ナ
ー
増
進
に
も

力
を
入
れ
、
利
用
者
か

ら
の
要
望
や
苦
情
に
対

し
て
も
迅
速
に
対
応

し
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
経
営
を
行
っ
て

い
る
。

今
後
も
事
業
計
画
の
継

続
及
び
更
な
る
新
規
事

業
開
拓
並
び
に
雇
用
の

安
定
的
な
体
制
の
維
持

構
築
が
で
き
る
と
考
慮

さ
れ
る
。

②
平
成
25
年
度
か
ら
合

計
13
年
間
の
指
定
管
理

を
通
じ
、
施
設
の
維
持

管
理
に
も
精
通
し
、
ト

ラ
ブ
ル
に
も
対
応
で
き

る
ス
キ
ル
を
持
っ
た
企

業
で
あ
り
、
安
定
的
・

継
続
的
な
管
理
運
営
も

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
更
な
る
施
設

の
維
持
、
地
域
活
性
化

�
�
�



全
員
協
議
会

に
尽
力
し
て
い
た
だ
け

る
と
評
価
で
き
る
。

・
町
指
定
管
理
者
選
定
委

員
会
に
よ
る
協
議
結
果

（
令
和
７
年
11
月
11
日
開
催
)

①
町
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
規
則
第
５
条
に

基
づ
き
協
議
し
た
結

果
、
施
設
管
理
に
係
る

課
題
や
問
題
点
を
把
握

し
そ
の
改
善
に
努
め
、

効
果
的
効
率
的
管
理
が

な
さ
れ
て
お
り
、
施
設

運
営
の
収
支
及
び
経
営

状
況
等
か
ら
、
指
定
管

理
締
結
年
度
当
初
（
平

成
25
年
度
）
か
ら
安
定

的
に
継
続
し
た
管
理
運

営
が
な
さ
れ
て
い
る
と

評
価
で
き
る
。

よ
っ
て
、
再
指
定
の
候

補
者
と
し
て
選
定
さ
れ

て
い
る
。

以
上
の
説
明
他
、
管
理

の
基
本
方
針
及
び
事
業
計

画
の
報
告
を
町
か
ら
受

け
、
全
員
協
議
会
で
議
論

し
た
結
果
、
今
後
の
指
定

管
理
期
間
５
年
間
に
つ
い

て
は
全
議
員
異
論
な
し
。

大間町海峡保養センター

大間温泉養老センター
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10
日

一
般
質
問
・
議
案
審
議

第
４
回
大
間
町
議
会
定
例
会
閉
会

議
会
議
員
全
員
協
議
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

令
和
８
年
１
月

７
日

大
間
町
消
防
団
出
初
式

９
日

電
源
開
発
㈱
社
長
年
始
挨
拶
来
庁

議
会
議
員
全
員
協
議
会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

16
日

下
北
郡
町
村
議
会
議
長
会
事
務
局
長
会

議
（
議
会
事
務
局
・
事
務
局
長
）

18
日

第
62
回
大
間
町
少
年
剣
道
大
会

19
日

大
間
原
発
三
ヶ
町
村
協
議
会
県
知
事
要

望
（
青
森
市
・
議
長
及
び
大
間
原
子
力

発
電
所
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
並
び

に
事
務
局
長
）

21
日

議
会
広
報
編
集
委
員
会

22
日

大
間
中
学
校
こ
ど
も
議
会
（
役
場
議

場
・
議
長
対
応
）

令
和
８
年
大
間
町
新
年
祝
賀
会
（
海
峡

保
養
セ
ン
タ
ー
）

29
日

例
月
出
納
検
査
（
宮
野
議
会
選
出
監
査

委
員
）

（
大
間
原
子
力
発
電
所
対

策
特
別
委
員
会
）

案
件

一
、
新
規
制
基
準
適
合
性

審
査
の
対
応
状
況
に
つ
い

て・
地
震
・
津
波
の
審
査
は

今
委
員
会
開
催
時
点
で

審
査
済
み
の
項
目
が
多

く
あ
り
、
一
部
の
審
議

継
続
・
今
後
審
議
予
定

の
項
目
は
あ
る
も
の

の
、
ほ
ぼ
審
査
終
了
と

な
っ
て
い
る
。

今
後
は
プ
ラ
ン
ト
施
設

の
審
査
（
設
計
基
準
対

象
施
設
・
重
大
事
故
等

対
処
施
設
他
）
に
進
ん

で
い
く
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
毎
度

の
こ
と
で
あ
る
が
運
転

開
始
時
期
（
２
０
３
０

年
と
発
表
）
は
遅
れ
る

の
で
は
と
想
定
さ
れ

る
。

私
事
で
は
あ
る
が
、
予

定
通
り
に
事
業
が
進
ま

な
い
の
は
分
か
る
が
、

事
業
予
定
を
作
成
の
際

は
余
裕
を
も
っ
た
年
月

〔
令
和
７
年
12
月
５
日
〕

を
示
す
べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
、
年
月
を
示

し
た
ら
そ
の
年
月
を
守

る
よ
う
に
努
力
し
て
ほ

し
い
と
念
願
す
る
も
の

で
あ
る
。

二
、
建
設
・
運
転
差
止
等

請
求
訴
訟
の
審
理
状
況
に

つ
い
て

・
住
民
の
訴
訟
に
つ
い
て

令
和
７
年
９
月
30
日
に

第
15
回
口
頭
弁
論
が
行

わ
れ
、今
後
と
し
て
は
、

第
16
回
が
12
月
22
日
、

第
17
回
が
令
和
８
年
２

月
10
日
、
第
18
回
が
５

月
19
日
、
第
19
回
は
７

月
21
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
。

・
函
館
市
の
訴
訟
に
つ
い

て平
成
26
年
４
月
に
訴
訟

を
受
け
て
か
ら
本
年
で

12
年
目
と
な
る
。
現
在

の
審
理
状
況
は
第
35
回

口
頭
弁
論
は
12
月
24

日
、
第
36
回
は
令
和
８

年
３
月
９
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
。

�
�
�
�


特
別
委
員
会

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
町の動きを知るよい機会です。

多くの方が町政に関心を持ち、議会を傍聴することが議会活性化の一つです。
12月定例会の傍聴者は31人でした。次の定例会は３月の予定です。
皆さんの傍聴をお待ちしております。 (詳しくは議会事務局まで）

〔
令
和
８
年
１
月
９
日
〕

案
件

一
、
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
す
る
事
業
に
つ

い
て

・
事
業
名

大
間
町
物
価
高
騰
生
活

者
支
援
地
域
振
興
商
品

券
配
布
事
業

・
対
象

全
世
帯

・
総
事
業
費

６
，
９
０
３
万
２
６
６
円

・
事
業
概
要

地
域
振
興
商
品
券
を
配

布
し
生
活
の
安
定
と
消

費
の
下
支
え
を
図
る
。

①
基
準
日

令
和
８
年
１
月
１
日

②
配
布
数

一
世
帯
２
万
７
，
０

０
０
円
（
専
用
券
１

万
９
，
０
０
０
円
、

共
通
券
８
，
０
０
０

円
）

③
郵
送
予
定
日

令
和
８
年
２
月
上
旬

④
利
用
期
間

令
和
８
年
２
月
10
日

(火
)～
３
月
20
日

(金
)ま
で

⑤
担
当
課

産
業
振
興
課

全員協議会･特別委員会･議会のうごき
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編

後
記

集
２
０
２
６
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
が
多
い
年
で
す
。

ま
ず
は
、冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

２
月
６
日
か
ら
22
日
ま
で
イ
タ

リ
ア
北
部
の
都
市
ミ
ラ
ノ
と
コ
ル

テ
ィ
ナ
・
ダ
ン
ペ
ッ
ツ
ォ
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
大
会
・
６
月
11
日
か
ら
７

月
19
日
ま
で
、
史
上
最
多
48
カ
国

が
参
加
、
史
上
初
の
３
カ
国
共
同

開
催
（
カ
ナ
ダ
２
都
市
、
メ
キ
シ

コ
３
都
市
、
ア
メ
リ
カ
11
都
市
）

最
後
は
、
本
県
で
第
80
回
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
青
の
煌
き
ら
め

き
あ
お
も
り
国
ス
ポ
｣･本
大
会
10

月
10
日
～
10
月
20
日
間
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
１
９
７
７
年
（
昭
和
52

年
）
の
あ
す
な
ろ
国
体
以
来
、
49

年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

日
本
や
県
出
身
の
選
手
を
応
援

し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。記

【
堺
】

議
会
広
報
編
集
委
員

委
員
長

堺

祐

介

副
委
員
長

山

崎

一

利

委

員

傳

法

正

広

吉

田

安

男

佐
々
木

信

彦

大
間
町
立
奥
戸
小
学
校
創

立
１
５
０
周
年
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。（
石
戸

議
長
外
出
席
）

奥
戸
小
学
校
は
、
明
治
８

年
６
月
に
奥
戸
簡
易
小
学
校

と
し
て
開
校
し
、
昭
和
22
年

現
在
の
大
間
町
立
奥
戸
小
学

校
に
改
称
さ
れ
、
令
和
７
年

３
月
ま
で
に
５
，
０
１
３
名

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い

ま
す
。

児
童
は
、
地
域
の
宝
・
希

望
と
し
て
育
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

後
と
も
、
文
化
や
伝
統
を
絶

や
さ
ず
歴
史
を
築
き
上
げ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

令
和
８
年
大
間
町
消
防
団

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
石
戸
議
長
外
議
員
全
員
出

席
）新

年
を
迎
え
大
間
稲
荷
神

社
に
お
い
て
、
当
町
の
無
火

災
・
無
災
害
な
ど
の
神
事
終

了
後
の
出
初
式
で
は
、
消
防

団
員
が
大
間
、
奥
戸
、
材
木

地
区
に
分
か
れ
、
厳
し
い
寒

さ
の
中
パ
レ
ー
ド
を
行
い
町

民
の
皆
さ
ん
に
火
災
予
防
や

災
害
予
防
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
昨
年
の
当
町
の
火
災

は
、
建
物
火
災
１
件
と
そ
の

他
火
災
１
件
で
し
た
。

祝
辞
で
は
、
石
戸
議
長
が

団
員
の
日
頃
の
郷
土
愛
と
責

任
感
に
よ
り
献
身
的
な
消
防

活
動
に
感
謝
を
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

電
源
開
発
株
式
会
社

菅
野
等
代
表
取
締
役
社
長
が
新

年
挨
拶
の
た
め
大
間
町
役
場
庁
舎
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

議会のできごと


